
杜
甫
の

同

枕

に
つ
い
て

は
じ
め
に

ポ
ル
ノ
ウ
吋
人
間
と
空
間
い
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
直
立
の
姿
勢
を

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
と
対
抗
し
、
横
た
わ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
対
抗
を
放
棄
す
る
の
だ
と
い
う
。
対
抗
を
放
棄
す
る
か
ら
こ

そ
、
ひ
と
と
き
の
安
ら
か
な
眠
り
が
訪
れ
る
の
で
あ
る
。
安
心
し
て

限
る
こ
と
を
、
「
高
枕
」

j
j
i
枕
を
高
く
し
て
限
る
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
、
盛
麿
の
詩
人
校
南
の
詩
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
安
心
し
て
眠

れ
る
は
ず
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
を

用
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
以
下
、
杜
甫
の
「
高
枕
」
の
用
法
に
つ
い

て
考
察
し
な
が
ら
、
中
唐
詩
人
の
先
駆
者
と
し
て
の
杜
甫
の
一
部
を

採
っ
て
み
た
い
。

高
枕
の
用
法

は
じ
め
に
、
辞
典
に
よ
っ
て
高
枕
の
意
味
を
機
認
し
て
お
く
。

松

本

肇

橋
轍
次
著
吋
大
漢
和
辞
典
」
(
大
修
館
書
庖
)
に
は
、
「
ま
く
ら
を
高

く
し
て
安
ら
か
に
ね
む
る
。
安
心
す
る
形
容
口
枕
を
高
く
す
れ
ば
脳

中
の
出
が
少
く
、
熟
離
し
易
い
か
ら
い
う
」
と
あ
り
、
吋
漢
語
大
詞

血
(
い
(
上
海
辞
舘
一
国
出
版
社
、
一
九
八
六
)
に
は
、
「
①
枕
着
高
枕
頭
。

諮
無
菱
無
慮
。
②
猶
一
角
臥
。
謂
葉
官
退
隠
家
居
」
と
あ
る

D

隠
遁
す

る
場
合
も
含
め
て
、
要
す
る
に
、
心
配
事
が
な
い
の
で
、
の
ん
び
り

眠
る
こ
と
を
「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
な

用
法
を
い
く
つ
か
眺
め
て
み
よ
う
。

散
文
に
お
け
る
用
例
か
ら
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
白
ま
ず
、
吋
韓
非

用
人
第
二
十
七
か
ら
引
く
。

如
此
、
則
上
無
殿
裏
之
患
、
下
無
比
千
之
禍
。
君
高
枕
市
医
楽

業
、
道
蔽
天
地
、
徳
極
万
世
突
。

此
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
別
ち
上
に
殿
夏
の
患
無
く
、
下
に
比
干

の
禍
無
し
。
君
は
枕
を
高
く
し
て
箆
は
業
を
楽
し
み
、
道
は
天

地
を
蔽
い
、
徳
は
万
世
い
を
撮
む
。
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正
し
く
行
な
わ
れ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
な
る
か
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の
で
、
般
の
紺
玉
、
夏
の
築
主
の
よ
う
な
暴
君
は
い
な
く

な
り
、
約
五
を
諌
め
て
殺
さ
れ
た
比
干
の
災
難
も
な
く
な
る
と
い

う
。
、
だ
か
ら
、
安
心
し
て
眠
れ
る
の
で
あ
る
。
次
は
、
吋
戦
愚
策
い

巻
二
十
一
了
貌
策
一
か
ら
引
く
。

為
大
主
計
、
英
如
事
秦
。
事
秦
、
別
楚
韓
必
不
敢
動
。
無
楚
韓

之
患
、
期
大
王
高
枕
市
臥
、
国
必
無
憂
突
。

っ

か

し

大
王
の
為
に
計
る
に
、
秦
に
一
挙
う
る
に
如
く
は
英
し
。
秦
に
事

え
な
ば
、
問
問
ち
楚
韓
必
ず
敢
え
て
動
か
ざ
ら
ん
。
楚
韓
の
態
無

く
ん
ば
、
別
ち
大
王
は
枕
を
高
く
し
て
献
し
、
闘
に
必
ら
ず
愛

無
か
ら
ん
。

張
儀
が
説
王
に
説
い
た
こ
と
ば
の
一
部
で
、
秦
に
仕
え
る
の
が
得

策
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
秦
に
仕
え
れ
ば
、
楚
や
韓
か
ら
攻
撃
さ

れ
る
心
配
も
な
く
な
り
、
民
家
の
心
配
事
が
な
く
な
る
と
い
う
。
だ

か
ら
、
安
心
し
て
抑
制
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
見
る
の
は
、
夜
間
蛍
闘
い

巻
四
十
八
・
変
詣
伝
の
用
法
で
あ
る
。

梁
足
以
汗
斉
越
、
滋
陽
足
以
禁
呉
楚
、
陛
下
高
枕
、
終
亡
山
東

之
褒
失
。
此
二
世
之
利
也
。

梁
は
以
て
斉
越
を
抗
ぐ
に
足
り
、
準
陽
は
以
て
呉
楚
を
禁
ず
る

に
足
ら
ば
、
能
下
は
枕
を
高
く
し
、
終
に
出
東
の

ん
。
此
れ
二
世
の
利
な
り
。

か
ら

資
誌
が
文
帝
に
対
し
て
述
べ
た
こ
と
ば
の
一
節
。
梁
が
斉
と
越
を

防
ぎ
、
准
間
慨
が
呉
と
楚
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
山
東
の
心
配

は
な
く
な
る
と
い
う
。
だ
か
ら
、
の
ん
び
り
眠
れ
る
の
で
あ
る
。
次

は
、
滋
雄
「
解
噺
」
(
刊
文
選
い
巻
四
十
五
)
か
ら
引
く
口

故
世
乱
期
聖
哲
馳
驚
部
不
足
、
世
治
則
庸
夫
高
枕
一
間
有
余
。

故
に
世
乱
る
れ
ば
別
ち
聖
哲
馳
驚
す
る
も
足
ら
ず
、
世
治
ま
れ

ば
別
ち
庸
夫
枕
を
高
く
し
て
余
り
有
り
。

乱
れ
た
世
の
中
は
、
聖
人
や
賢
者
が
一
組
け
回
っ
て
も
充
分
に
治
め

ら
れ
ず
、
平
和
な
世
の
中
は
、
凡
人
が
寝
て
い
て
も
充
分
に
治
め
ら

れ
る
こ
と
を
い
う
。
枕
を
高
く
し
て
眠
れ
る
の
は
、
平
和
な
世
の
中

の
証
明
な
の
で
あ
る
。

右
に
挙
げ
た
四
つ
の
例
で
は
、
毘
家
に
心
配
事
が
な
い
、
つ
ま
り

平
和
な
状
態
を
い
う
と
き
に
「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
「
高
枕
」
の
基
本
的
な
用
法
と
見
な
し
て
よ
い
だ

ろ〉つ。
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韻
文
に
お
け
る
用
例
も
挙
げ
て
お
く
乙
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
、

宗
疋
辞
』
に
収
め
ら
れ
た
、
宋
玉
「
九
弁
」
の
一
節
に
、

莞
舜
皆
有
所
挙
任
守
亮
舜
は
皆
挙
任
す
る
所
有
り

故
高
枕
市
自
適
故
に
枕
を
高
く
し
て
自
適
す

と
あ
る
。
宋
の
洪
興
祖
「
楚
辞
補
注
」
に
、
「
安
凱
霊
扶
、
万
回
出
治

也
」
と
述
べ
て
い
る
。
莞
舜
が
賢
者
を
登
用
し
た
の
で
、
の
ん
び
り



限
っ
て
い
て
も
、
闘
が
よ
く
治
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。

ム
ハ
朝
時
代
の
南
平
王
鎖
鎌
「
過
鹿
山
謀
長
史
草
堂
一
詩
」
(
議
欽
立

輯
校
吋
先
秦
漢
貌
智
南
北
朝
詩
い
ん
木
詩
巻
五
、
中
華
書
局
、
一
九
八
一
一
一
)

は
、
高
い
山
に
登
っ
た
爽
快
感
を
詠
じ
る
詩
。
そ
の
最
後
の
こ
句
で
、

搬
逐
安
期
生
願
わ
く
は
安
期
生
を
逐
い

』

こ

か

な

於
滞
憾
高
枕
鷲
に
於
て
高
枕
に
懐
わ
ん

と
述
べ
て
い
る
。
安
期
生
は
、
秦
の
始
皇
帝
の
と
き
の
仙
人
。
伯
人

の
あ
と
を
追
い
た
い
と
い
う
の
は
、
隠
遁
へ
の
願
望
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
隠
遁
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
間
の
煩
わ
し
さ
か
ら
解

放
さ
れ
る
の
で
、
安
ら
か
に
眠
る
こ
と
が
で
き
る
。

唐
詩
の
例
を
見
る
と
、
主
績
「
贈
程
処
士
」
(
吋
全
癒
詩
い
巻
一
一
…
七
〉

は
、
儒
教
道
徳
に
と
ら
わ
れ
ず
、
心
の
ま
ま
に
生
き
る
の
が
よ
い
と

述
べ
る
詩
で
、
そ
の
最
後
の
二
句
に
、

。

。

し

不
如
高
枕
枕
如
か
ず
高
枕
の
枕
も
て

時
取
酔
消
愁
時
に
酔
い
を
取
り
愁
い
を
消
さ
ん
に
は

と
あ
る
。
酔
っ
て
憂
い
を
消
す
、
つ
ま
り
心
配
事
が
な
く
な
る
こ
と

と
、
の
ん
び
り
眠
る
こ
と
が
、
等
し
い
意
味
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

張
説
「
探
波
駅
」
(
川
M
F説
之
文
集
い
巻
八
)
は
、
旅
の
夜
の
感
慨

を
記
し
た
詩
。
後
に
克
る
杜
甫
の
詩
と
関
係
が
あ
る
の
で
、

-
}
1
3斗
J
拘

2
0

河
ワ
符
仲
川
J
G
ノ
ザ
《

旅
宿
青
山
夜

旅

青
山
の
夜

荒

庭

白

露

秋

荒

庭

自

露

秋

な

り

純
一
居
懸
月
影
洞
一
房
月
影
懸
か
り

高

枕

聴

江

流

高

枕

江

流

を

聴

く

猿
響
寒
巌
樹
猿
は
響
く
寒
巌
の
樹

鐙
飛
古
駅
楼
蛍
は
飛
ぶ
古
駅
の
楼

他

郷

対

揺

落

他

郷

揺

落

に

対

し

併
覚
起
離
憂
併
せ
て
離
憂
起
こ
る
を
覚
ゆ

秋
の
夜
に
山
の
旅
館
に
泊
ま
り
、
眠
れ
な
い
夜
を
過
ご
し
な
が

ら
、
郷
里
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
は
、
心
配
事
に
ふ
り
っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
詩
に
用
い
ち
れ
て
い
る
「
高
枕
」
は
、
前
半
の
四
勾
だ

け
を
取
り
出
せ
ば
、
の
ん
び
り
寝
な
が
ら
川
の
音
を
開
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
特
に
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
後
半
の

四
匂
に
な
る
と
、
高
枕
H

円
安
眠
と
い
う
圏
式
が
次
々
に
崩
れ
て
い

く
。
「
来
、
巌
」
「
古
釈
」
「
揺
務
」
と
い
う
悲
哀
を
帯
び
た
こ
と
ば
に

連
動
し
、
「
離
装
」
と
い
う
、
コ
口
向
枕
」
と
ま
っ
た
く
対
立
す
る
こ
と

ば
で
詩
を
結
ん
で
い
る
白
こ
の
詩
は
、
ヱ
高
枕
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆

す
た
め
に
脅
か
れ
て
い
る
、
と
一
一
出
回
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ

う
な
用
法
が
唐
詩
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
記
櫨
に
留
め
て
お
こ
う
。

「
与
胡
居
土
皆
病
寄
批
詩
兼
示
学
人
二
首
」
誠
二
(
趨
殿
成

は
、
胡
居
士
の
病
気
を
例
に
、
仏
教
の
道
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理
を
説
く
詩
口
そ
の
中
で
、



相

生

但

高

枕

胡

生

但

だ

高

枕

寂
箕
与
誰
鄭
寂
箕
誰
と
制
御
せ
ん

と
述
べ
て
い
る
。
胡
居
士
は
病
気
に
な
っ
て
も
安
心
し

と
い
う
。
…
見
矛
属
す
る
よ
う
な
表
現
だ
が
、
仏
教
徒
の
胡
居
士
は

生
者
病
死
に
執
着
し
な
い
、
つ
ま
り
病
気
を
苦
に
し
な
い
か
ら
、
病

気
で
も
安
心
し
て
穫
で
い
る
と
い
う
意
味
な
の
で
、
理
屈
は
通
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
口

そ
の
ほ
か
、
李
白
「
器
下
曲
六
首
」
其
ニ
(
吋
李
太
白
金
集
』
巻

五
)
の
最
後
の
ニ
匂
で
、

い

つ

ま

さ

何
当
破
丹
氏
何
か
当
に
月
氏
を
破
り

。

$
4
m
h
九ー、

然
後
方
高
枕
然
る
後
に
方
に
枕
を
高
く
す
べ
き

と
述
べ
て
い
る
。
丹
氏
を
打
ち
破
っ
て
、
安
眠
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
い
う
。
月
氏
は
、
西
域
の
国
名
。
外
留
と
の
戦
争
に
勝
つ
こ

と
が
、
安
眠
の
条
件
な
の
で
あ
る
口
ま
た
、
同
じ
く
李
白
「
題
一
冗
丹

JK
山
居
」
(
吋
李
太
白
金
集
い
巻
二
五
)
の
最
後
の
ニ
句
で
は
、

羨
若
無
紛
崎
一
羨
む
君
が
紛
喧
無
く

高
枕
碧
一
問
中
限
裏
碧
震
の
…
設
に
高
枕
す
る
を

と
述
べ
て
い
る
。
冗
丹
丘
が
浮
き
世
の
煩
わ
し
き
に
関
係
な
く
、
の

ん
び
り
暮
ら
し
て
い
る
の
を
羨
む
の
で
あ
る
。

右
に
挙
げ
た
七
つ
の
例
で
は
、
張
説
「
深
渡
駅
」
を
唯
一
の
例
外

と
し
て
、
賢
者
の
登
用
、
隠
遁
、
自
由
な
生
活
、
仏
教
の
悟
り
、
戦

い?。

争
で
の
勝
利
な
ど
、
い
ず
れ
も
心
配
事
の
な
く
な
っ
た
状
態
を
い
う

と
き
に
コ
国
間
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
用
法
は
、
散
文
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
、
次
に
杜
甫

の
詩
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
口

安
ら
か
な
眠
り

社
南
の
詩
に
は
、
コ
尚
枕
」
の
用
例
が
一

O
例
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

安
心
し
て
眠
る
の
を
い
う
、
従
来
の
基
本
的
な
用
法
に
収
ま
る
例

が
、
四
例
、
そ
う
で
な
い
場
合
が
、
中
ハ
例
あ
る
。
こ
の
一

O
例
に
つ

い
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
前
者
の
例
を

取
り
上
げ
る
。

ー
っ
藍
過
何
氏
五
首
」
其
一
(
「
杜
詩
詳
註
い
巻
一
ニ
)
。
天
宝
十
三
載

(
七
五
四
)
、
間
三
歳
、
春
の
作
。

偶
衣
還
命
駕
衣
を
倒
に
し
て
還
た
駕
を
命
じ

高
枕
乃
若
艦
枕
を
高
く
す
れ
ば
乃
ち
吾
が
臆
な
り

何
将
軍
の
山
林
に
遊
ん
だ
と
き
の
作
。
こ
の
中
で
、
あ
わ
て
て
車

に
乗
っ
て
出
か
け
て
行
き
、
山
荘
の
中
で
寝
こ
ろ
ぶ
と
、
自
分
の
家

の
よ
う
に
感
じ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
倒
衣
」
は
、
『
詩
経
」
斉
風

「
東
方
未
明
」
に
、
「
東
方
未
明
、
顛
倒
衣
装
」
と
あ
る
の
に
基
づ

く
。
衣
装
の
上
下
を
逆
に
す
る
意
で
、
あ
わ
て
る
よ
う
す

0

2

「
太
子
張
舎
人
選
織
成
祷
段
」
巻
十
三
)
口
広
徳
二
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年
(
七
六
四
)
、
五
三
歳
、
成
都
の
作
。

空

堂

魁

魅

走

空

堂

魁

魅

走

り

。
η

高

枕

形

神

清

高

枕

形

神

清

し

張
舎
人
が
杜
帯
に
毛
織
り
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
鱒
っ
た
こ
と
を
詠
じ

る
詩
。
右
に
引
い
た
の
は
、
張
舎
人
が
、
こ
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
け

ば
、
さ
び
し
い
部
屋
の
化
け
物
も
逃
げ
出
し
、
安
心
し
て
眠
れ
る
の

で
、
身
も
心
も
清
め
ら
れ
る
、
と
述
べ
る
一
節
。
そ
れ
に
対
し
て
、

杜
階
は
、
自
分
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
し
、
戦
乱
も
続
い
て
い
る
こ

と
だ
し
、
受
け
取
れ
な
い
、
と
一
一
出
回
っ
て
、
こ
れ
を
返
し
た

0

3

「
立
秋
雨
院
中
有
作
」
(
吋
杜
詩
詳
註
い
巻
十
四
)
。
広
徳
二
年
(
七

六
回
)
秋
、
五
三
蔵
、
成
都
の
厳
武
の
幕
府
で
、
節
度
参
謀
を
務
め

て
い
た
と
き
の
作
。

解
衣
朔
北
一
戸
衣
を
解
き
て
北
一
戸
を
開
き

高
枕
対
南
桜
枕
を
高
く
し
て
南
楼
に
対
す

立
秋
の
雨
降
り
の
日
に
節
度
使
の
役
所
で
作
っ
た
詩
。
礼
服
の
上

着
を
脱
ぎ
、
役
所
の
部
屋
で
の
ん
び
り
寝
て
い
る
の
を
い
う
。
こ
の

詩
の
中
で
、
厳
武
の
推
薦
で
節
度
参
謀
に
な
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
、

満
足
の
気
持
ち
を
表
明
し
て
い
る
。

4
「
袈
府
警
懐
四
十
韻
」
(
刊
社
詩
詳
註
い
巻
十
六
)
。
大
輝
元
年
(
七

)
秋
、
去
五
山
愛
州
の
作
。

高
枕
虚
眠
思
一
高
枕
鹿
し
く
援
に
限
る

哀
歌
欲
和
誰
哀
歌
和
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
は
誰
ぞ

愛
州
で
の
感
慨
を
述
べ
る
詩
。
昼
寝
を
し
て
も
安
心
し
て
寝
ら
れ

ず
、
悲
し
い
歌
を
う
た
っ
て
、
ひ
と
り
で
嘆
く
ば
か
り
だ
と
い
う
。

戦
乱
の
世
の
中
に
い
て
、
平
和
の
到
来
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
詩
で
は
、
「
一
回
向
枕
」
が
「
虚
」
と
結
合
し
て
、
否
定
形
と
同
じ

よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
眠
れ
な
い
と
い
う
意
味

に
な
っ
て
い
る
が
、
「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
は
、
の
ん
び
り

眠
る
と
い
う
用
法
か
ら
逸
脱
し
て
い
な
い
口

右
に
挙
げ
た
四
つ
の
例
は
、
い
ず
れ
も
「
高
枕
」
を
安
ら
か
に
眠

る
と
い
う
意
味
で
用
い
て
、
な
ん
の
矛
屈
も
生
じ
な
い
。
「
高
枕
」

の
基
本
的
な
用
法
と
一
一
一
回
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
杜
甫
の

「
高
枕
」
に
は
、
従
来
の
基
本
的
な
用
法
に
収
ま
ら
な
い
例
が
見
ら

れ
る
。
次
に
、
そ
の
よ
う
な
例
を
取
り
上
げ
よ
う
。
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不
安
を
抱
え
て

杜
荷
の
詩
に
は
、
明
ら
か
に
安
心
し
て
眠
れ
な
い
は
ず
な
の
に
、

「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
る
例
が
、
ム
ハ
例
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

こ
の
ふ
ハ
例
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

l

「
客
夜
」
(
叫
社
詩
詳
註
い
巻
十
二
。
宝
応
元
年
(
七
六
ニ
)
秋
、

五
一
歳
、
綿
州
か
ら
梓
州
へ
行
く
と
き
の
作
。
こ
の
と
き
、
杜
甫
の

家
は
成
都
に
あ
っ
た
が
、
徐
知
道
の
反
乱
の
た
め
に
、
成
都
に
帰
れ



な
く
な
っ
た
。

か

つ

勺

客
睡
何
曾
著
客
腿
何
ぞ
曾
て
著
け
ん

秋
天
不
肯
明
秋
夫
常
て
明
ら
か
な
ら
ず

入

簾

残

月

影

簾

に

入

る

残

月

の

影

高
枕
遠
江
声
枕
を
高
く
す
遠
江
の
声

計
拙
無
衣
食
計
描
く
し
て
衣
食
無
く

途
窮
佼
友
生
途
窮
し
て
友
生
に
佼
る

老
一
安
審
数
紙
老
一
委
設
問
す
る
こ
と
数
紙

ま

さ

っ

く

応
悉
未
帰
情
応
に
未
だ
帰
ら
ざ
る
の
情
を
怒
す
べ
し

旅
の
夜
の
気
持
ち
を
詠
じ
る
詩
。
前
半
の
間
匂
は
、
旅
の
夜
に
眠

れ
な
い
夜
を
過
ご
し
て
い
る
こ
と
、
後
半
の
四
句
は
、
世
渡
り
が
下

手
で
生
活
が
苦
し
く
、
困
窮
し
て
友
人
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
と
、
一
安

か
ら
の
手
紙
が
届
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
詩
の
第
一
一
一
・
四

匂
は
、
先
に
挙
げ
た
張
説
「
深
波
駅
」
の
「
洞
一
民
懸
月
影
、
高
枕
聴

江
流
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
、
宋
の
呉
曾
吋
能
改
箭
漫

録
い
巻
八
・
沿
襲
に
あ
り
、
吋
社
詩
詳
註
」
で
も
そ
の
文
章
を
む
い

て
い
る
。
「
高
枕
」
が
、
「
計
拙
」
「
途
窮
」
と
い
う
悲
哀
を
帯
び
た

こ
と
ば
に
連
動
し
て
い
く
構
造
は
、
張
説
の
「
深
波
駅
」
と
ま
っ
た

く
間
同
じ
で
あ
る
口
そ
れ
に
し
て
も
、
速
く
に
川
の
音
を
聞
き
な
が
ら

寝
て
い
る
、
と
述
べ
る
の
に
、
「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
そ
の
後
に
、
心
配
事
が
並
べ
ち
れ
る
の
だ
か
ら
。

に

つ

い

て

、

が

引

く

洪

仲

の
注
で
は
、
「
諮
江
声
高
於
枕
上
」
、
川
の
音
が
枕
辺
よ
り
も
高
い
と

ζ

ろ
で
聞
こ
え
る
の
を
い
う
、
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
立
抗
杜
詩
説
い
巻
十
一
が
反
論
し
、
「
高
」
と
い
う
字
は
実
質
的

な
意
味
の
な
い
用
法
、
だ
と
述
べ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
例
と
し
て
、

ほ
か
に
、
ニ
の
l
、
3
、
お
よ
び
一
ニ
の
2
、
3
を
挙
げ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
め
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
換
言
す
れ
ば
、
「
高
」
と
い
う
字
に
実
質
的
な
意
味
は
な
い
、

と
い
う
説
明
を
強
い
て
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
、
杜
甫
の

「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
矛
居
を
含
ん
で
い
る
こ
と
の
証
明
で

も
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
、

C 39 ) 

2

「
送
舎
弟
穎
赴
斉
州
三
其
一

徳
二
年
(
七
六
回
)
秋
、
五
三
歳
、
成
都
の
作
。

絶
域
惟
高
枕
絶
域
惟
だ
枕
を
高
く
し

清
風
独
杖
繋
清
風
独
り
蒙
を
杖
つ
く

弟
が
斉
州
に
行
く
の
を
克
送
る
詩
。
都
か
ら
は
る
か
遠
く
離
れ
た

地
方
で
寝
て
い
る
の
を
い
う
。
こ
の
詩
で
杜
甫
は
、
別
れ
の
悲
し
み

を
述
べ
、
戦
乱
の
世
で
弟
と
ゆ
っ
く
り
会
え
な
い
の
を
嘆
い
て
い

る
。
弟
と
別
れ
る
と
い
う
の
に
、
ま
た
、
「
絶
域
」
と
呼
ぶ
よ
う
な

場
所
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
ど
う
し
て
安
ら
か
に
眠
る
こ

と
が
で
き
る
の
、
だ
ろ
う
か
。

巻
十
四
)
。
広



五
)
。
大
麿
元
年
〈
七
六
六
)
、

3

「返

五
歳
、
愛
州
諮
問
の
作
。

楚
王
宮
北
正
黄
昏
楚
支
の
宮
北
正
に
黄
昏

白
布
城
西
過
前
痕
白
宿
城
西
過
雨
の
痕

返
照
入
江
翻
石
壁
返
昭
一
江
に
入
り
て
石
嬰
に
締
り

帰
皆
同
擁
樹
失
山
村
帰
窪
樹
を
擁
し
て
山
村
を
失
う

表
年
病
肺
惟
高
枕
衰
年
肺
を
病
み
て
惟
だ
枕
を
高
く
し

絶
議
一
愁
時
平
関
門
絶
器
時
を
諮
え
て
早
く
門
を
鶴
ざ
す

不
可
久
留
獄
虎
乱
久
し
く
財
虎
の
乱
に
留
ま
る
べ
か
ら
ず

南
方
突
有
未
招
魂
甫
方
実
に
未
だ
招
か
れ
ざ
る
魂
有
り

…
雨
上
が
り
の
夕
暮
れ
の
光
景
に
触
発
さ
れ
て
、
自
己
の
感
慨
を
述

べ
る
詩
。
老
衰
し
ぜ
ん
そ
く
の
病
気
で
寝
な
が
ら
、
辺
境
の
町
に
い

て
戦
乱
の
世
を
嘆
き
、
盗
賊
が
出
る
危
検
な
場
所
に
は
留
ま
り
た
く

な
い
が
、
都
に
は
ま
だ
帰
れ
な
い
と
一
一
一
一
同
っ
て
い
る
口
こ
の
詩
の
「
高

枕
」
も
、
安
ら
か
に
眠
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
る
と
、
矛
盾
が
生

じ
る
。
ヱ
投
年
」
「
病
腕
い
「
絶
器
」
ぺ
愁
時
」
と
い
う
悲
哀
を
帯
び
た

こ
と
ば
に
閉
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
安
ら
か
に
眠
れ
る

の
だ
ろ
う
。
こ
の
矛
盾
に
つ
い
て
、
前
野
直
彬
注
解
吋
謄
詩
選
い

(
岩
波
文
庫
、
一
九
六
二
)
は
、
「
返
照
」
に
お
け
る
「
高
枕
」
の
解

説
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ふ
つ
う
は
安
ら
か
に
寝
る
こ
と
を
い
う
が
、
こ
こ
で
は
何
も
せ 五

ず
に
寝
て
ば
か
り
い
る
こ
と
を
、
自
噸
を
こ
め
て

(
巻
七
)

の
解
説
は
、
社
帯
の
「
高
枕
」
の
用
法
が
「
ふ
つ
う
」
で
は
な

い
こ
と
に
注
目
し
て
、
「
自
噺
」
と
い
う
見
方
を
取
る
の
で
あ
る
。

自
轍
か
ど
う
か
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が

必
要
に
な
る
ほ
ど
、
「
高
枕
」
の
用
法
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
だ
ろ
う
。

4

「
戯
作
俳
諮
体
遺
間
二
首
」
其
二
(
吋
杜
詩
詳
註
い
巻
二
十
)
。
大

騒
二
年
(
七
六
七
)
、
五
六
歳
、
愛
州
の
作
。

是
非
何
処
定
是
非
何
処
に
定
め
ん

高

枕

笑

浮

生

高

枕

浮

生

を

笑

う

異
郷
の
風
俗
の
奥
様
な
よ
う
す
を
嘆
く
詩
。
瓦
に
よ
る
占
い
、
焼

焔
耕
作
な
ど
、
南
方
に
特
有
の
風
館
習
墳
を
挙
げ
た
後
で
、
こ
の
土

地
の
是
非
に
つ
い
て
は
決
め
ら
れ
ず
、
寝
な
が
ら
は
か
な
い
人
生
を

笑
う
ば
か
り
だ
と
述
べ
て
い
る
。
異
郷
の
風
絡
を
記
し
、
違
和
感
を

表
明
す
る
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
笑
い
の

う
ち
に
ま
ぎ
ら
わ
し
て
し
ま
う
。
こ
の
詩
を
、
ユ
ー
モ
ア
の
憂
さ
晴

ら
し
と
題
す
る
理
由
は
、
そ
の
よ
う
な
蕗
差
を
楽
し
ん
で
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
場
合
、
コ
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、

る
よ
う
に
見
え
て
、
ユ
ー
モ
ア
に
よ
る
逆
転
と
い
う
文

き
わ
め
て
効
巣
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

(40 ) 

っ
た

D 

脈
の
中
で
、



だ
ろ
う
。
ほ
ん
と
う
は
の
ん
び
り
寝
て
い
ら
れ
な
い
の
に
、
の
ん
び

り
寝
て
い
る
と
表
現
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
お
か
し
み
が
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
。

5
「
太
歳
自
ん

五
七
歳
、
正
日
一
日
の
作
。

散

地

途

高

枕

散

地

途

々

高

枕

生

涯

脱

要

津

生

涯

要

津

を

脱

す

正
月
の
感
想
を
述
べ
る
詩
。
閑
散
と
し
た
土
地
、
つ
ま
り
愛
州
で

寝
て
い
る
の
で
、
生
源
、
重
要
な
地
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
と

い
う
。
こ
の
詩
の
前
半
で
は
、
朝
廷
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
多
病

で
世
渡
り
の
下
手
な
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
安
ら
か
に
眠
る
環
境
に

は
な
い
の
で
あ
る
。

巻
二
こ
。
大
崎
一
一
一

六
八
)

6 

巻
二
二
。
大
麻
畑
一
一
一
年

(
七
六
八
)
五
七
歳
の
作
。

。。
高

枕

翻

皐

月

高

枕

皐

月

翻

り
か
さ

厳
城
畳
鼓
敵
地
厳
城
鼓
撃
畳
な
る

船
の
よ
で
諜
自
の
身
を
嘆
き
な
が
ら
、
江
陵
の
知
人
に
援
助
を
求

め
る
詩
。
思
一
月
夜
に
寝
て
い
る
と
、
城
か
ら
戦
争
の
太
鼓
の
音
が
聞

こ
え
る
と
い
う
。
の
ん
び
り
寝
て
い
る
場
合
で
は
な
い
。
な
お
、
こ

の
仲
間
の
最
後
で
、
「
丹
心
老
来
折
、
時
訪
武
陵
渓
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
に
注
意
し
よ
う
。
年
老
い
て
も
ま
ご
こ
ろ
は
く
じ
付
な
い
、
と

い
う
強
い
の
表
明
で
あ
る
。

右
に
挙
げ
た
六
つ
の
例
は
、
ユ
ー
モ
ア
の
表
現
を
除
け
ば
、
「
高

枕
」
を
、
安
ら
か
に
限
る
と
い
う
意
味
で
用
い
る
と
、
明
ら
か
に
矛

盾
を
生
じ
る
。
そ
こ
か
ら
、
自
噺
と
い
う
解
釈
も
生
ま
れ
る
の
だ
ろ

う
口
私
た
ち
は
、
高
枕
U
安
眠
と
い
う
先
入
観
を
排
除
し
て
詩
を
読

む
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
社
南
の
詩
は
こ
の
よ
う
な
先
入

観
を
築
切
っ
て
い
る
。
で
は
、
杜
荷
の
「
高
枕
」
を
矛
屈
の
な
い
よ

う
に
解
釈
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
か
。

社
南
は
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
て
、
本
来
、
の
ん
び
り
寝
て
い

ら
れ
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
あ
え
て
「
高
枕
」
と
い
う
こ

と
ば
を
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
矛
盾
を
利
用
し
た
と
言
っ
て

も
よ
い
口
「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
の
用
法
を
屈
折
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
、
社
甫
の
作
詩
上
の
戦
略
で
あ
っ
た
。
杜
甫
は
、
張
説
の
「
深
渡

駅
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
に
、
新
し
い
生

命
を
注
ぎ
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
底
に
は
、
楽
観
に

基
づ
く
自
適
の
思
想
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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四

自
適
の
思
想

社
南
の
「
高
枕
」
の
特
殊
な
用
法
が
は
じ
め
て
現
わ
れ
る
の
は
、

「
客
夜
」
と
題
す
る
詩
で
、
宝
応
元
年
(
七
六
二
)
秋
、
五
一
歳
の

作
品
だ
っ
た
。
こ
の
間
じ
年
の
十
一
月
の
作
品
に
、
「
陪
王
侍
御
宴



通

泉

東

山

野

一

苧

」

巻

十

こ

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

狂
歌
過
形
勝
狂
歌
し
て
形
勝
に
遇
い

得
酔
郎
為
一
家
酔
を
得
れ
ば
即
ち
家
と
為
す

通
泉
県
の
東
山
に
あ
る
野
亭
で
の
宴
会
を
詠
じ
る
詩
。
異
郷
で
宴

会
を
楽
し
み
、
景
色
の
よ
い
場
所
に
出
会
っ
て
、
酔
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
こ
は
故
郷
の
家
と
間
じ
だ
と
い
う
。
異
郷
に
い
る
こ
と
も
忘

れ
て
し
ま
う
か
ら
、
都
を
思
い
出
す
必
要
も
な
い
口
「
得
酔
郎
為
家
」

と
い
う
表
現
に
は
、
異
郷
で
心
の
安
ら
ぎ
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
積

極
的
な
意
志
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
例
を
挙
げ
よ
う
口

「
春
婦
」
(
吋
杜
詩
詳
設
い
巻
十
三
)
は
、
広
徳
二
年
(
七
六
回
)

春
、
五
一
一
一
歳
、
街
の
地
を
放
浪
し
、
成
都
の
草
堂
に
帰
っ
た
と
き
の

作
。
そ
の
最
後
の
間
匂
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

世

路

雌

多

機

世

路

標

多

し

と

雌

も

寄
生
亦
有
渡
答
が
生
十
郎
舷
有
り

此
身
限
復
酔
此
の
身
醗
め
て
復
た
酔
い

乗
興
即
為
家
興
に
乗
ず
れ
ば
即
ち
家
と
為
す

世
の
中
に
障
害
は
多
い
ザ
れ
ど
も
、
有
限
の
人
生
な
の
だ
か
ら
、

潤
に
酔
い
、
楽
し
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
こ
は
故

郷
の
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
。
「
乗
興
開
為
家
」
と
い
う
表
現

に
も
、
放
浪
の
人
生
に
あ
っ
て
、
心
の
快
適
さ
を
求
め
よ
う
と
す
る

が
あ
り
、

最
後
の
ニ
勾

積
極
的
な
意
志
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
心
の
安
ら
ぎ
を
獲
得

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
障
害
は
障
害
で
な
く
な
る
口
杜
甫
は
密
難

な
境
遇
の
中
で
、
告
適
の
思
想
を
模
索
し
て
い
た
と
一
一
言
っ
て
よ
い
口

杜
荷
に
は
消
渇
病
(
糖
尿
病
)
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
の
病

気
を
嘆
い
て
ば
か
り
い
な
い
。
「
西
間
二
首
」
其
二
(
吋
社
詩
詳
註
い

巻
十
七
)
の
中
で
は
、
「
消
中
得
自
由
」
、
つ
ま
り
糖
尿
病
が
あ
る
の

で
自
由
を
得
て
い
る
、
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
大
潜
元
年
(
七
六

六
)
、
五
五
歳
の
作
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
苦
痛
の
対
象

で
し
か
な
い
病
気
を
、
視
野
の
転
換
に
よ
っ
て
肯
定
的
に
把
握
し
よ

う
と
す
る
J

日
活
易
の
思
考
に
通
じ
る
。
宋
の
蘇
拭
も
「
病
中
遊
祖
塔

巻
十
、
中
華
寄
局
、
一
九
八
二
)
の
中
で
、
「
悶

つ
ま
り
病
気
で
ひ
ま
が
で
き
た
の
も
惑
く
な
い
、

(42 ) 

続」病
得
関
殊
不
惑
」
、

と
述
べ
て
い
る
口

杜
甫
の
…
一
一
肘
に
憂
愁
を
詠
じ
る
作
品
は
多
い

D

だ
が
、
同
時
に
、
悲

し
む
べ
き
境
遇
に
あ
っ
て
も
、
弱
音
を
吐
か
ず
、
前
向
き
の
姿
勢
で

人
生
に
立
ち
向
か
お
う
と
す
る
作
品
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
例
え
ば
、
立
回
遊
」
(
吋
杜
詩
詳
註
い
巻
二
十
)
の
最
後
の
四
句

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
大
暦
ニ
(
七
六
七
)
、
五
六
歳
、

捜
州
の
作
。

髪
畿
の
変
ず
る
を
悲
し
む
と
離
も

未
だ
筋
力
の
弱
き
を
憂
え
ず

未
昨
夜
筋
力
弱



饗
を
杖
つ
い
て
清
秋
を
望
み

輿
の
臆
涯
に
入
ら
ん
と
す
る
有
り

白
髪
を
悲
し
ん
で
も
、
筋
力
の
弱
い
こ
と
は
心
配
し
な
い
。
あ
か

ぎ
の
杖
を
突
い
て
、
さ
わ
や
か
な
秋
の
空
を
眺
め
れ
ば
、
勝
山
(
江

凶
省
九
江
市
)
と
稜
山
(
湖
南
省
衡
陽
市
)
に
登
る
気
力
が
わ
い
て

く
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
白
髪
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
体
力
の
衰

え
な
ど
気
に
し
な
い
と
、
自
分
を
奮
い
立
た
せ
て
い
る
。

大
崎
四
年
(
七
六
九
)
秋
、
杜
南
が
死
ぬ
…
年
前
の
五
八
歳
の
と

き
、
湖
南
で
作
っ
た
「
江
漢
」
(
吋
杜
詩
詳
設
い
巻
一
一
…
…
…
)
の
中
に
は
、

次
の
よ
う
な
匂
が
あ
る
。

落

日

心

猶

壮

落

自

心

は

猶

お

壮

ん

に

秋
嵐
山
間
欲
蘇
秋
風
病
は
蘇
ら
ん
と
欲
す

故
郷
に
帰
り
た
い
と
願
い
な
が
ら
、
孤
独
な
晩
年
を
過
ご
し
て
い

る
の
に
、
悲
し
み
に
お
ぼ
れ
る
こ
と
な
く
、
精
神
と
肉
体
を
頑
強
な

へ
3
)

も
の
に
鍛
え
上
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
杜
南
に
こ
う
し
た
一
面

の
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

杖
警
護
清
秋

お
わ
り
に

杜
荷
は
、
ど
の
よ
う
な
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
る
、
楽
観
的
か
つ
強
靭
な
精
神
の
持
ち

っ
た
。
そ
れ
は
、
心
の
安
ら
ぎ
を
重
視
す
る
自
適
の
思
想
を
根

底
で
支
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
詩
人
と
し
て
、
中
蔚
の

出
居
易
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
居
易
は
、
一
見
和
十
四
年
(
八

一
九
て
忠
州
で
作
っ
た
「
穏
桃
沓
」
(
朱
金
城
「
白
居
易
集
築
校
い
巻

十
八
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
)
の
中
で
、
「
無
論
海
角
与
天

雄
、
大
抵
心
安
即
日
疋
家
」
と
詠
じ
た
よ
う
に
、
心
の
安
ら
ぎ
を
何
よ

り
も
た
い
せ
つ
に
考
え
る
詩
人
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
杜
甫
は
中

時
間
詩
人
の
先
駆
的
存
在
な
の
で
あ
る
。
杜
帯
が
、
安
心
し
て
寝
て
い

ら
れ
な
い
よ
う
な
場
合
に
も
、
あ
え
て
「
高
枕
」
と
い
う
こ
と
ば
を

用
い
た
の
は
、
悲
観
的
な
感
情
を
抑
制
し
、
前
向
き
の
姿
勢
で
人
生

に
立
ち
向
か
う
強
い
意
志
の
現
わ
れ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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、五(
1
)
オ
ッ
ト
!
・
フ
リ
i
ド
リ
ッ
ヒ
・
ポ
ル
ノ
大
塚
恵
一
・
池
山

健
一
時
・
中
村
浩
平
訳
内
入
院
と
空
間
い
(
せ
り
か
書
房
、
一
九
八
五
)
の

第
一
一
一
意
第
五
節
、

5
「
直
立
の
姿
勢
」

6
「
横
た
わ
る
こ
と
」
を
参
照
。

(2)
埋
田
重
夫
「
白
居
易
詠
病
詩
の
考
察

i
l詩
人
と
題
材
を
結
ぶ
も
の

i
i」
(
門
中
国
詩
文
論
叢
い
第
六
築
、
一
九
八
七
)
を
参
照
。

(3)
川
合
康
一
ニ
「
悲
観
と
楽
観

i
l汗
情
の
ニ
一
層
1
1
1
」
(
吋
興
膳
教
授
退

官
記
念
中
国
文
学
論
集
片
扱
古
盟
国
税
、
二

0
0
0
)
は
、
悲
哀
を
乗
り

越
え
る
意
志
の
力
を
唱
う
楽
観
の
文
学
に
、
中
霞
文
学
の
特
徴
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
例
の
ひ
と
つ
に
、
社
甫
の
「
江
漢
」
を
引
い

て

い

る

。

(

筑

波

大

学

)


